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論 文 題 目： 糖によるタンパク質の構造及び水和の安定化作用の分子機構の解明 

 
論文の概要及び判定理由 
糖やポリオールの添加は，タンパク質の変性や酵素の失活が防ぐことができるため，生化

学，創薬，細胞保存，食品保存などの分野で添加剤として広く利用されており，また，低

温耐性や乾燥耐性を示す生物が，特殊な糖（トレハロース）を細胞内で産生および蓄積し

て，生体保護を図ることも知られている。このような糖による保護作用に関しては従来か

ら多くの研究が行われきたが，特にタンパク質構造に対する影響を直接しめす知見は得ら

れていなかった。味戸氏は，放射 X 線と中性子線の相補利用によって，保護作用の機構が

タンパク質の水和状態の安定化と深く関係していることを分子構造レベルで解明した。 

味戸氏の研究は，博士（理工学）の学位に値するものと判定した。 
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